
 

 

２０２３年度 木の実会事業報告 

 

 本年度、コロナ禍からの回復やロシアによるウクライナ侵略の長期化、円安

などにより物価上昇が生じ、園運営にも少なからず影響を受けることとなった。

これに伴い賃上げも高い水準となっており、木の実会においても処遇改善加算

を原資として基本給の引き上げを実施した。 

また、前年度決算は少子高齢化により減収となったことを受け、迅速に運営

方針を検討、１号認定児を積極的に受け入れた結果、決算状況は好転した。 

 理事会・評議員会人事は、理事・評議員・監事ともに６月で任期満了となり、

評議員定数７名のうち新任を３名とし、新しい体制がスタートしている。 

 木の実西部こども園の大規模修繕工事については、通常通り保育をしながら

の工事であったが、子どもたちの安全を最優先するよう配慮し、計画通り８月

着工・１２月竣工で事業を完了した。 

 

１．実施事業 

（１）理事会   計６回 

   第１回   ２０２３年 ５月３１日 

   第２回   ２０２３年 ６月２６日 

   第３回   ２０２３年 ７月１４日 

   第４回   ２０２３年１１月２８日 

   第５回   ２０２４年 １月 ９日 

   第６回   ２０２４年 ３月２８日 

（２）評議員会  計１回 

第１回   ２０２３年 ６月２６日 

（３）役員懇親会 ２０２３年 ６月２６日 

 

２．役員人事 

（１）理 事  定員６名・現員６名 

任期 2023.6.26～2025.6、再任６名 

（２）監 事  定員２名・現員２名 

任期 2023.6.26～2025.6、再任２名 

（３）評議員  定員７名・現員７名 

任期 2023.6.26～2027.6、再任４名・新任３名 

 



 

 

３．理事長職務 

（１）月例３園会議 

（理事長・相談役・３園園長・開催園教頭(又は主幹)・事務局主任） 

４月５日・５月９日・６月７日・７月５日・８月８日・９月 14 日 

10 月３日・11 月７日・12 月 14 日・１月９日・２月６日・３月６日 

（２）各園行事出席（入園式・運動会・卒園式等） 

 

４．採用・退職 

（１）繰入採用者   ２名（正規） 

（２）新規採用者  １２名（正規４名・月給臨時４名・時給臨時４名） 

           ＊年度途中採用者含む 

（３）退 職 者   ６名（正規１名・月給臨時４名・時給臨時１名） 

 

５．産前産後休暇・育児休業取得状況 

（１）産前産後休暇取得者  ８名（前年度５名） 

（２）育児休業取得者   １０名（前年度６名） 

 

６．職員処遇改善 

（１）臨時職員から正規職員への繰入制度 

（２）育児短時間・介護短時間勤務の推奨 

（３）処遇改善加算Ⅲを原資とした賃金の引き上げ 

 

７．木の実西部こども園大規模修繕工事の実施 

（１）工事期間  ２０２３年８月１日～２０２３年１２月１５日 

（２）事 業 費  ７６,７２５,０００円 

支出内訳 主体工事   ４３,７８０,０００円 

         機械設備工事 １７,０５０,０００円 

         電気設備工事 １３,９１５,０００円 

         設計監理    １,９８０,０００円 

収入内訳 山形市補助金 ４３,６９３,０００円 

     借入金    ３０,０００,０００円 

     自己資金    ３,０３２,０００円 



２０２３年度 木の実こども園事業報告 
１．総括 
 春に新型コロナウィルス感染症が５類になったことで、生活全般がコロナ禍前に戻り、行

事等の取り組みも通常に近い状況で行えるようになった。しかし、時折感染者の報告がある

ため、換気や消毒は細目に行いながら予防は引き続き行うようにした。 
 また、木の実会の理念や保育目標を念頭に、子ども一人一人の生活や遊びを深めていくこ

とはもちろんのこと、目の前の子どもたちの言葉に耳を傾け、子どもの目線で丁寧に向き合

うことを改めて大切にすることを職員間で確認し合った。職員が同じ思いで子ども達と向き

合っったり、お家の方と丁寧に対話していくことが、お家の方が安心して預けることができ、

入ってよかったと思ってもらえる園作りへと繋がっていくよう、次年度からも積み重ねてい

きたい。 

 
２．保育実践の取り組み 

教育・保育テーマ 『 子どもの豊かな生活
く ら し

と遊びを考える 』 
（１） ０・１・２歳児の保育 

① 0 歳児は一人一人が生理的欲求をみたしてもらい、保育教諭と愛着関係を形成しなが

ら、よく寝、よく食べ、よく飲み、機嫌よく過ごす生活リズムを大切にしてきた。特

に食事において、1 対 1 で丁寧に関わりながら、個々の口の動きや手の使い方に合っ

た援助を適切にすることで咀嚼を促したり、食事の楽しさや食べる意欲を育てること

に繋がっていった。 
② 1 歳児は、保育教諭との愛着関係を基に、何でもやってみたいと思う気持ちの芽生え

や、保育教諭や友だちと関わりながらやりとりを楽しもうとする育ちに寄り添ってき

た。一人で好きな遊びをじっくり楽しむことも大切にしたい年齢のため、環境や玩具

の見直しも子どもの姿や興味関心に合わせて行うように心掛けた。 
③ 2 歳児は見立てつもりあそびや生活の再現あそびを、保育教諭や友だちとイメージを

共有しながら楽しむ姿が多く見られる。中でも、定期的に講師を迎え行っている造形

の日に楽しんだおばけ遊びでは、自由に表現しながらお化けになりきって遊ぶ楽しさ、

身近な道具（牛乳パックと傘袋、ストロー）を使って作って遊ぶ楽しさ、形が変化す

る不思議さを感じながら様々な体験ができ継続して楽しむ様子が見られた。 
（２） ３・４・５歳児の保育   

① 3 歳以上児クラスでも講師を迎え、造形の日を行っている。その中でＯＨＰを利用し

た影絵遊びを楽しんだ際、5 歳児は個々に動物を作成し、投影してみた。動物の置き

方で投影される大きさが変化することに気づき、光の不思議を思う存分楽しんだ。そ

の後、グループごとに作成した動物を使ったお話を考え、ナレーター、演者にわかれ

て、協力して発表した。お客さんとなった 3、4 歳児も光の不思議を味わいながら、

年長児が作り上げたお話の世界を存分に楽しむことができた。 
② 昼食の時間、小ホールを３歳以上児クラスのランチルームとした。友だちと一緒に遊

びの区切りをつけてから食べ始める子、遅く登園したため、お腹が空いてからご飯を

食べる子、など、遊びの状況や自分のお腹の加減をみながら、自分で考えて行動する

姿が増えてきた。また、年下児に対して配膳のやり方を自発的に知らせる姿もあり、

自分たちで生活を作りあげようとしている様子がうかがえる。 
③ 日々の生活やあそびについて、ドキュメンテーションを作成してタイムリーに保護者

へ伝える機会を作った。アプリを使って保護者の携帯へ発信したり玄関に貼りだしす

ることで、クラス以外の保護者にも活動を知らせる良い機会となった。しかし、毎月



クラスだよりも発行しており、内容の精査などクラスだよりとの棲み分けが課題であ

る。 
④ 今年度は、食体験の一環で行っている昼食食材の手伝いを、クラスごとではなく、遊

びの中で、手伝いたい子ども達に手伝ってもらうようにした。大きいクラスの子が小

さいクラスの友だちにやり方を教えてあげるなど、異年齢で育ち合う微笑ましい様子

も見られ、思いやりの心が育まれていることを感じた。 
（３） 行事実施状況 
月 行        事 
毎月 ・避難訓練・身体測定・調理室検便・安全点検・誕生会 

４ ・辞令交付・お花見散歩・五月人形飾り・富神山登山（5 歳児‐延期）・苗植え（西部農園・5
歳児）・園外保育（野草園・4 歳児）・造形の日（3.4.5 歳児） 

５ 
・お花屋さんごっこ(カーネーションプレゼント)・さつまいも苗植え（西部農園・4 歳児）・

保護者会総会、親子レクレーション（２部制・全園児）・造形の日（0.1.2 歳児）・富神山登山

（5 歳児‐中止）・動きづくり教室（4.5 歳児）・心肺蘇生救命講習・おはなし会(0.3 歳児) 

６ 
・親子みそ作り体験(3.4.5 歳児)・内科検診・歯科検診・ﾌﾟｰﾙ開き・ｸﾗｽ懇談会(全クラス) ・造

形の日（3.4.5 歳児）・かもしかクラブ入会式 ・動きづくり教室（4.5 歳児）・尿検査（4.5 歳

児）・検便(職員) 

７ ・七夕まつり・夏祭り前日際・夏祭り（2 部制・全園児）・造形の日（0.1.2 歳児）・動きづく

り教室（4.5 歳児）・眼科検診・木の実ひろば 

８ ・造形の日 3.4.5 歳児）・動きづくり教室（4.5 歳児）・じゃがいも収穫（5 歳児‐中止）・木の

実ひろば（2 回）・おはなし会(1.4 歳児) 

９ 
・かもしかクラブ・令和 6 年度入所申し込み申請書配布・造形の日（0.1.2 歳児）・木の実ひろ

ば・Ｑ1 出前保育・おはなし会（0.1 歳児）・運動会リハーサル・第 6 回木の実こども園運動会

（全園児） 

10 
・さつまいも収穫（4 歳児）・造形の日（3.4.5 歳児）・総合消防訓練・園外保育（健康の森公

園‐電車、路線バス・4.5 歳児）・里芋収穫体験（4.5 歳児）・おはなし会（2.5 歳児） 

11 

・園外保育（河北動物公園・５歳児）・動きづくり教室（4.5 歳児）・耳鼻科検診（3．4.5 歳児）・

内科検診・造形の日（0.1.2 歳児）・七五三祝い・尿検査（3 歳児）・検便（職員）・芋煮作り

（4.5 歳児）・ママの会（かぎ編み）・木の実ひろば 

12 
・歯科検診・動きづくり教室（4.5 歳児）・ｸﾘｽﾏｽﾂﾘｰ飾り・ｸﾘｽﾏｽ会（2 部制・全園児）・ｸﾘｽﾏｽ

お楽しみランチ・木の実ひろば・造形の日（3.4.5 歳児）・歯科検診・手洗い指導（3.4.5 歳児） 

１ 
・かもしかクラブ・だんご木飾り・造形の日（1.2.3 歳児）・動きづくり教室（4.5 歳児）・木

の実ひろばＱ１出前保育・クラス懇談会（2.3.4.5.歳児）・お楽しみ発表会（4.5 歳児祖父母等）・

おやじの会（環境整備等）・おはなし会（0.1.3.4 歳児）・卒園記念写真 

２ 

・かもしかクラブ修了式・・節分豆まき・松倉としこさん童謡コンサート・園外保育―山形市

少年自然の家そりすべり（3.4.5 歳児）・造形の日（3.4.5 歳児）・ｸﾗｽ懇談会(0.1 歳児)・令和 6
年度入園児説明会・ひな人形飾り・木の実ひろば・卒園記念写真－けやき組 ・給食センター

見学－けやき組・保護者会役員会 

３ 
・ひな祭り・動きづくり教室（4.5 歳児）・造形の日（0.1.2 歳児）・木の実ひろば・卒園式・

卒園を祝う会・けやき組さんとのお別れ会＆お楽しみランチ・５歳児お別れクッキング（講

師村上沙希さん）・おはなし会（2.5 歳児） 

（４） 食育 
・西部農園での野菜作り体験のほか、2、3 歳児はクラス前の園庭にプランターで、4、5 歳児

は東側園庭に作った大型の畑で野菜や果物を植えて育てた。すいかは数年間、毎年年長組が

作り続けていたもののなかなか収穫まで至らず、お家の方からアドバイスもいただき、よう



やく収穫し食べることができた。 
月 子どもの食体験 
毎月 たまねぎの皮むき、かぼちゃの種取り、しめじほぐし、こんにゃくちぎり等の昼食の手伝い 
春 

野菜の苗植え（中玉、大玉トマト・大根・人参・きゅうり・枝豆・とうもろこし・米・ピー
マン・なす・落花生・メロン・すいか）  たけのこの皮むき 

夏 夏野菜の収穫・野菜カレー作り 
秋 

・米脱穀、・手作り味噌（出汁作り、出汁飲み比べみそ汁作り）・さつまいも収穫クッキング 
・里芋収穫、芋煮作り 

冬 ・五平餅作り 
 
３．一時預かり（緊急）事業の取り組み 
・(緊  急) 幼稚園の長期休み時、また園への入園が決定するまでの期間の利用があった。 
・（非定型）申込を行っているものの入園希望が叶わず、3 月末まで非定型で在籍した。（2024
年 4 月より通常入所となる。） 
 
４．職員研修状況 
（１）園外研修状況 
月 研 修 名 称 ・ 出 席 人 数 

毎月 
・民保連園長会 ・民保連主任・主幹会 ・市合同給食会議 ・民保連３歳未満児研修 

・民保連３歳以上児研修 ・給食研修  

５ ・民保連総会､研修会（15）・運動会実技研修会（2） 

６ 

・山形県幼稚園等新規採用教員研修（1）・山形県幼稚園等中堅教諭等資質向上研修（2） 

保育所・児童福祉施設関係新任職員研修（1）・山形県保育のつどい（4）・山形市幼保小連携

研修会（1） 

７ ・山形県幼稚園等新規採用教員研修（1）・アンガーマネジメント研修（1） 

８ ・山形県幼稚園等中堅教諭等資質向上研修（1）・食育推進研修会（1） 

９ 
・保育所主任研修 1 子どもの安全管理とリスクマネジメント（１）・広報力強化研修（１） 

・キャリアアップ研修（4） 

１０ 

・栄養士・調理師担当研修会（１）・公開保育「あすなろ園」（1）保育所職員研修 3「子ども

の非認知能力を育む保育」（1）・山形県幼稚園等新規採用教員研修（1） 

保育所職員研修会（1）・アンガーマネジメント研修（1）・チームマネジメント研修（１） 

１１ 

・幼保小連携研修②（1）・感染症予防研修会（1）・民間立総合講演会（２） 

・子ども・子育て支援全国大会 in山形（２）・教育保育施設集団指導（2） 

・山形県幼稚園等新規採用教員研修（1） 

１ ・幼児教育と小・中学校教育の連携・継続研修（１） 

２ ・特定給食施設等栄養管理研修会（1）・発達支援基礎養成研修（１） 

３ ・保育研究発表会（２）・キャリアアップ研修（2） 

 
（２）園内研修及び打合せ会議の状況 
月 研 修 ・ 会 議 

毎月 

・三園打合せ会議 ・職員会議 ・カリキュラム検討会 ・保育室環境検討 

・ミーティング(随時)・調理室ミーティング・三園教頭主幹打合せ・フロアリーダー会議 

・園内研修  5.6.7.8.10.11.12.1.2.3 月（4.5 歳児の運動遊びについて） 

・園内研修  6.7.8.9.10.11.12.1.2.3 月 （造形遊びについて） 

４ ・研修リーダー会議 ・保護者会年間行事検討会 ・離乳食勉強会 

５ ・年間指導計画検討会 ・親子レクレーション会検討会 ・幼児安全法短期研修（救急法） 



６ ・お泊り保育打合せ 

７ ・夏祭り担当者会議  

8 ・園内研修（木の実のいいところ、継承したいところグループディスカッション） 

９ ・運動会打合せ ・前期保育総括会議 

10 ・園内研修（園庭環境について） 

11 ・園内研修（不適切保育について自己チェックとグループ討議）・クリスマス会打合せ  

12 ・園内研修（研修報告、グループ討議） 

１ ・園内研修（事例検討ドキュメンテーション） 

２ ・後期保育総括会議 ・園内研修（書籍紹介、グループ討議）・卒園式打合せ会  

３ ・新クラス会議・新年度会議と環境整備 ・栄養士、調理師打ち合わせ 

 
５．保護者会活動 

月 実施内容 

４ ・保護会役員準備委員会 

５ ・保護者会総会・親子レクレーション（2部制） 

６ 
・親子みそ作り体験（3.4.5 歳児） ・クラス懇談会（0～5 歳児） ・夏祭り役員会  

・おやじの会（屋上園庭、屋外園内清掃） 

７ ・おやじの会（夏祭り事前準備） ・夏祭り 

９ ・運動会役員会 ・運動会（役員手伝い） 

１１ ・ママの会（かぎ針編みで帽子とコースターを作ろう） 

１２ ・クリスマス会（2部制） 

１ ・クラス懇談会(2.3.4.5 歳児) ・おやじの会（園内掃除・環境整備） 

２ ・保護者会役員会（中間報告）・ｸﾗｽ懇談会(0.1 歳児) 
３ ・保護者会会計監査  ・3 役会議 

 
６．危機管理 
・嘔吐物処理の方法が改定になったため実践指導を予定していたが、実施することができな

かったため、次年度、早急に実施していきたい。 
・園の消火器の使い方を具体的に指導していただいたため、職員間で共有し、避難訓練時に

実践した。 
 
７．地域との連携 
今年度は山形Ｑ1 での出前保育を 2 回行ったり、木の実ひろばを定期的に開催し、家庭で子

育てしているお家の方同士の繋がりを深めていけるように心掛けた。子育ての悩み等を気軽

に話すことができよう、お家の方がリラックスできる空間作りやホッとできる時間も考えな

がら計画していくようにしたことで、毎月参加して下さるお家の方が多く、地域に根付いた

園作りにつながっていることを嬉しく感じた。次年度は出前保育の回数が 4 回となるため、

更に木の実会の園を知ってもらうことができるよう努めていきたい。 
 



（人）

月

7 8 8 7 8 10 11 11 11 12 12 12 117

5 5 6 7 7 8 10 10 10 11 11 11 101

12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 144

12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 144

１号 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

３号 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 144

１号 0 1 1 1 1 1 3 3 4 5 5 5 30

３号 12 12 12 12 12 12 10 10 9 8 8 8 125

１号 1 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 4
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１号 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 12

２号 11 11 11 11 11 11 11 11 11 11 11 11 132
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１号 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
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２号 11 11 11 11 11 11 11 11 11 11 11 11 132
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（人）
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（２）特別保育利用状況

前年度

現年度

前年度
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前年度
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現年度

前年度

現年度

現年度

（３）育児相談事業

現年度

前年度
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前年度

一時
(非定型)

現年度

前年度

現年度

前年度

合計

電話

来所

前年度

現年度

現年度



２０２３年度 木の実西部こども園事業報告 
１．総括 

 ５月よりコロナが５類になったことで、園児や職員、また家族に感染者が出ても通常保育

を行うことが可能になり、感染対策に伴う保育への支障は大分少なくなった。マスクの着用

も本人の自由選択となり、基本子どもたちはマスクなしの生活に戻ったが、職員の９割はマ

スク着用のまま保育に従事しているのが実情である。 

８月から着工した大規模改修工事は、月２回の建設工事打合せを行い、園児の安全と保育

への影響が最小限となるよう配慮していった。機械設備や厨房、照明など更新されたことで

安心快適に生活できるようになった。事故怪我無く竣工を迎えられ安堵している。 

 

２．保育実践の取り組み 
今年度の保育テーマ『様々な保育技術を用いて子どもの感性と情操を育む保育』 

～造形・表現・わらべうた～ 
（１）０・１・２歳児の保育 
① 指先の発達を考慮した素材（高野豆腐・小麦粉粘土・なぐり描き・シールはり）を準

備したことで「ちぎる・こねる・丸める」などの指先の力強い動きが育ってきた。「サラ

サラ」や「冷たい」と言う感覚も味わえるよう言葉を掛けながら感性を豊かに導くこと

に力を入れた。 
②季節感のあるわらべうた遊びと共に、歩く・回る・跳ぶなど体を動かす歌を多く取り入

れて楽しむことで触れ合いや、やり取りを楽しむだけでなく運動機能の発達や友達との

関わりを広げる事ができた。 
③低年齢児の造形遊びの提供がマンネリ化する傾向が見られるため、もっと未満児でも挑

戦できる造形遊びの種類を増やしていく必要性を感じた。その為には保育者が更に知識

を広げ固定概念を払拭し、新しい保育技術を学んでいく必要性を感じている。 
（２）３・４・５歳児の保育 
①3 歳児は子どもたちが大好きな「11 ぴきのねこ」シリーズの絵本を題材に、表現遊びへ

と繋げていった。劇ごっこが始まると、その中で必要な小道具や大道具を子どもたちと

考えながら製作を行い造形遊びに発展した。4 歳児は春の園外保育「野草園」で出会った

大きなおたまじゃくしを飼育する中で、その生態に触れ「おたまじゃくしの１０１ちゃ

ん」の絵本の世界を楽しみ、カエルのお神輿作りや生活発表会の劇で表現した。 
5 歳児も秋の園外保育「浜田ひろすけ記念館」を訪問したことで「泣いた赤鬼」の童話の

世界を楽しみながら劇として発表することが出来た。 

②活動の一つ一つを子どもたちとの話し合いで進めていき、子どもたちが主体的に「やり

たい」と思える取り組みになるよう働きかけていった。一斉保育や設定保育に慣れてき

た職員にとって「主体的な保育」への取り組みは難しく試行錯誤しながら今後も学んで

いく必要性を感じている。 

③異年齢交流を通してわらべうた遊びを積極的に取り入れ、子どもや大人との触れ合い、

人と人との距離感などわらべうたの心地良さを感じる事ができた。改めて日本古来から

受け継がれているわらべうたの効力を実感することが出来た。 

（３）行事実施状況 

月 行       事 

毎月 ・安全点検・避難訓練・身体測定・誕生会・調理室検便 

４ ・第 21 回入園式・花見・富神山登山・畑の種蒔きと苗植え（3,4,5 歳児）・砂場消毒 

５ 
・お花屋さんごっこ・尿検査(4,5 歳児)検便(職員)・畑の種蒔きと苗植え(3,4,5 歳児) 

・園庭のミニ水田田植え(5 歳児)・かもしかクラブ入会式(3,4,5 歳児)・親子ピクニ



ック・動き作り教室・木の実会監事監査 

６ 
・個人面談（3,4 歳児）・親子味噌作り・プール開き・内科検診 

・動き作り教室・看護学生実習受け入れ・東北文教短大生実習受け入れ 

７ 
・七夕まつり・動き作り教室・お泊り保育・懇談会(0 歳児)・眼科検診 

・ﾄｳﾓﾛｺｼ,ｼﾞｬｶﾞｲﾓ収穫（3,5 歳児）・砂場の消毒・夏祭り 

８ ・動き作り教室・プール終了・水質検査(学校薬剤師)・インターンシップ受け入れ 

９ 
・山形市巡回相談・運動会総練習・運動会・さつまいも収穫（4歳児） 

・動きつくり教室（4,5 歳児）・実習生責任実習・東北文教大学幼稚園実習生受け入れ 

10 
・動き作り教室(4,5 歳児)・かもしかクラブ（3,4,5 歳児）・園外保育（３,４歳児） 

・防災総合訓練・園外保育（5歳児）・新規採用者試験・砂場消毒。小学生職場体験 

11 

・園外保育(3,4,5 歳児)・山形市指導監査・尿検査（3歳児）・職員検便・内科検診・

動きつくり教室（4,5 歳児）・梁の清掃・お話し会・にじ組生活発表会・ピアノ調律 

・職員インフルエンザ予防接種 

12 

・イルミネーション点灯式・3,4,5 歳児生活発表会・耳鼻科検診 

・歯科検診・卒園記念写真撮影（5歳児）・かもしかクラブ・室内空気検査（二酸化炭

素濃度 学校薬剤師）・動きつくり教室（4,5 歳児）・改修工事完成検査 

１ 
・餅つき会・だんご木かざり・松倉とし子さんコンサート・動き作り教室・お話し会・

かもしかクラブ・懇談会＆生活発表会(0 歳児) ・そりすべり県民の森(4,5 歳児) 

２ 
・節分・山形市巡回相談・東北文教大保育実習・懇談会(3,4,5 歳児) 

・入園説明会・動き作り教室・かもしかクラブ修了式（5歳児） 

３ ・ひな祭り誕生会・動き作り教室・第 20 回卒園式・床ワックスがけ・お別れ会 

（４）食育 
・野菜を好きになってもらいたいという思いから、旬の野菜を使ったリクエストメニューを

取り入れ、野菜に触れる体験や食育絵本を通して野菜の魅力を伝えてきた。 
・スープやスパゲティなど、野菜を使った食べやすい新メニューを考え、切り方や味付け、

調理方法を工夫して野菜に対する苦手意識が芽生えないよう配慮した。 
月 子どもの食体験 

年間 

・旬の野菜を使用したメニューを 4～5品紹介し、好きなものを一人一つ選び、上位

3つをリクエストメニューとして給食に取り入れて味わう（3,4,5 歳児） 

・毎日の給食で使用する野菜をＢＯＸに入れて提供し触れて楽しむ(0～5 歳児) 

・午前のおやつで旬の温野菜を味わう(0,1,2 歳児) 

春 ふきに触れる（筋取り） 

孟宗竹に触れる  新玉ねぎ皮むき 

わらびに触れる そら豆のさや取り   

ふきとギンボに触れる（筋とり） 

夏 夕顔に触れる(豚汁の具として味わう) 

とうもろこしの皮むき  

ピーマンの種取り(夏野菜のトマト

パスタとして味わう) 

秋 
シメジ・マイタケほぐし 

かぼちゃの種取り キャベツちぎり 

山形の郷土料理芋煮を味わう 

平こんにゃくちぎり 

菊の花ちらし  菊入浸しを味わう 

山形県産ラフランスを味わう 

冬 
南瓜の種とり キャベツちぎり 
（冬至かぼちゃの由来を知り味わう） 

郷土料理納豆汁を味わう 

シメジほぐし 

山形県産野菜を使った雑煮を味わ 

もちつき    玉ねぎの皮むき 

 
３．一時預かり（緊急・非定型）事業の取り組み 
 ・(緊急) 母の産前産後, 母の病院受診, 兄弟の行事参加のための受け入れ 

・（非定型）1 歳児クラスにて受け入れ 



４．地域子育て支援拠点事業の取り組み 
・利用者が気軽に足を運び、心地よく過ごせるような環境を提供していった。 
・利用者の不安や悩みを受けとめ、共に子どもの成長を喜び合い、楽しみながら子育てで

きるように支援を行った。 
・可能な限り出前保育(ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ)の依頼にも応じ地域支援を行うことができた。  

月 実施状況 

毎月 

・大きくなったかな（身体測定）・お誕生月の子ども対象「手作りカード」・園庭解放 

・西山形コミュニティセンター出前保育（5，8，11，2 月）本沢コミュニティセンタ

ー出前保育（9，12，2 月）手足形アート 

４ ・春の散歩にいこう・くるみボタン作り・こいのぼり製作 

５ ・母の日手形アート・しゃぼん玉で遊ぼう・離乳食講座・お話し会        

６ ・父の日手形アート・多肉植物の寄せ植え・寒天感触遊び 

７ ・七夕製作・お話し会・水に触れて遊ぼう・あつまれ 0歳児のお友だち 

８ ・色水遊び・モビール作り 

９ ・お話し会・離乳食講座・おじいちゃんおばあちゃんと遊ぼう 

10 
・お散歩バック製作＆散歩に行こう・サツマイモ収穫体験・あつまれ 0歳児のお友だ

ち・あつまれ１,2 歳児のお友だち 

11 ・お話し会・茶巾絞りクッキング・お花の手形アート・落ち葉で遊ぼう 

12 ・クリスマス製作・ベビーマッサージ・ミニクリスマス会 

１ ・だんご木飾り・お話し会・離乳食講座・ベビーマッサージ 

２ ・節分製作＆豆まき・お話し会・米粉粘土作り・お雛様製作・ベビーマッサージ 

３ ・集まれ 0歳児のお友だち・あつまれ 1,2 歳のお友だち・ベビーマッサージ 

 
５．職員研修 
（１）園外研修状況 
月 研 修 名 称 ・ 出 席 人 数 

毎月 
・民保連園長会・主任会・看護師研修・給食研修・３歳以上児研修（５月～２月） 

・支援センター連絡研修会（６・８・１０・２月）・３歳未満児研修（５月～２月） 

５ 
・山形市民間立保育園認定こども園協議会総会(１２名)・発達相談事業連絡会（１） 

・運動会研修（１） 

６ ・幼稚園新規採用研修（２）・幼稚園中堅教諭等資質向上研修（３） 

７ ・幼稚園新規採用研修 zoom(２)×2 回・保育所主任保育職員研修➀（１） 

８ 
・幼稚園中堅教諭等資質向上研修 zoom（３）×2回・リーダー育成研修 zoom（１）・

保育所主任保育職員研修②（１）・キャリアアップ研修（２）×2 

９ 
・幼稚園新規採用研修 zoom（２）キャリアアップ研修（４）(保護者支援・子育て支

援・幼児保育・乳児保育・マネジメント)～11 月 

10 ・幼稚園新規採用研修 zoom（２）・保育所職員研修会（１）・ 

11 
・幼稚園新規採用研修 zoom（２）・子育て支援ここネット研修全国大会（２） 

・集団指導不適切保育について（１） 

１ ・山形市民間立保育園認定こども園協議会総合研修（３） 

２ ・発達支援基礎研修（１）・特定求職施設等栄養管理研修会（１） 

３ ・山形市民間立保育園認定こども園協議会保育研究発表会（３） 

（２）園内研修及び打合せ会議の状況 
月 研 修 ・ 会 議 

毎月 ・３園会議（園長・事務）・３園主任会・パート職員打合せ・職員会議 



・フロアーリーダー会議・未満児ミーティング・以上児ミーティング 

毎週 ・全体ミーティング 

４ ・入園式打合せ・「睡眠中の子どもの命を守る」zoom 

５ 
・かもしかクラブ打合せ・お花屋さんごっこ打合せ・園外保育下見・わらべうた研修 

・親子ピクニック打ち合わせ・若手職員グループ研修・造形遊び研修 

６ 
・夏祭り打合せ・お泊り保育打合せ・山形市児童相談係との面談・療育センター面談 

・心肺蘇生研修・３園職員交換実習 

７ 
・お泊まり保育打合せ・夏祭り打合せ・クラス環境の見直し・木の実西部改修工事打

合せ・中堅,若手職員グループ討議・３園職員交換実習・ひまわりの会 

８ ・運動会打合せ・中堅,若手職員グループ討議・３園職員交換実習・ドングリの会 

９ 
・運動会打合せ&反省会・動きつくり教室伝達講習・３園職員交換実習 

・園舎大規模改修工事打合せ・わらべうた研修② 

10 
・前期保育総括・生活発表会について打合せ・ひまわりの会・チェリー会 

・３園職員交換実習 

11 ・生活発表会について打合せ・園外保育下見・どんぐりの会 

12 ・生活発表会について・チェリー会 

１ 
・もちつき行事打合せ・だんご木行事打合せ・アレルギー児について共通理解 

・若手職員グループ討議 

２ 
・不適切保育についての園内研修・感染症対策について・卒園式打合せ 

・後期保育総括・中堅リーダー職員グループ討議・第三者苦情解決委員との懇談会 

３ 
・クラスリーダーフロアリーダーの役割について・年間カリキュラム検討会・卒園式

打合せ&反省会・新年度会議・動き作り教室伝達講習 

 
６．保護者会活動 

月 実施内容 月 実施内容 

４ 
保護者会役員投票 役員選挙開票 

役員準備委員会 
11 

保護者会中間報告・ｸﾗｽ懇談会(1 歳児) 

５ 
保護者会総会(書面審議) 

親子ピクニック 
12 

ｸﾗｽ懇談会（0,2 歳児） 

６ 保護者会役員会(夏祭りについて) ２ ｸﾗｽ懇談会（5歳児） 

７ 夏祭り(2 部制) ３ 保護者会会計監査・三役会議 

９ 運動会（2部制）  

 
７．危機管理 
 ・火災・地震・不審者など様々なケースの訓練をできるだけリアルな形で行い緊張感を持

って実践するよう心掛けた。 
 ・災害が起きた時のために事業再開計画「ＢＣＰ」の作成 
 ・「事故発生防止のための指針」の作成 
 
８．地域との連携 

・コロナが５類になり、中断していた産直センターさんとの田植えを再開することができ

た。また、小学生の「保育者体験」を受け入れて、交流をはかる事ができた。しかし小学

校との接続を見据えた学校訪問や小学校の先生を招いての研修などは実施するまでには

至らなかった。(感染症対策としての学校側の規制があったため) 



（人）

月

年齢別

14 14 14 14 14 15 15 15 15 15 15 15 175

11 12 13 13 13 15 15 15 15 15 15 15 167

22 22 22 22 22 22 22 22 22 22 22 22 264

14 14 14 14 14 18 18 18 18 19 19 19 199

１号 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1 1 1 5

３号 20 20 20 20 20 20 20 20 20 20 20 20 240

１号 0 1 1 1 1 2 2 2 2 2 2 2 18

３号 22 21 21 21 21 20 20 20 20 20 20 20 246

１号 0 0 0 0 0 0 0 2 2 2 2 2 10

２号 20 20 20 21 21 21 20 18 18 18 18 18 233

１号 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 24

２号 21 21 21 21 21 21 21 21 21 21 21 21 252

１号 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

２号 18 18 18 18 18 18 17 17 17 17 17 17 210

１号 2 2 2 2 2 2 3 3 3 3 3 3 30

２号 18 18 18 18 18 18 17 17 17 17 17 17 210

１号 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

２号 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 288

１号 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 12

２号 17 17 17 17 17 17 17 17 17 17 17 17 204

118 118 118 119 119 120 118 119 119 119 119 119 1,425

１号 5 6 6 6 6 7 8 8 8 8 8 8 84

2・3号 103 103 104 104 104 109 108 108 108 109 109 109 1,278

充足率 98 98 98 99 99 100 98 99 99 99 99 99 99

１号 83 100 100 100 100 117 133 133 133 133 133 133 117

（％） 2・3号 90 90 91 91 91 96 95 95 95 96 96 96 94

（人）

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計

76 142 189 189 162 203 164 154 189 207 193 182 2,050

198 197 205 227 181 170 236 216 194 189 162 194 2,369

0 0 0 0 0 3 0 1 0 0 0 11 15

2 2 1 2 1 1 2 1 1 2 1 1 17

0 0 0 0 0 3 0 1 0 0 0 11 15

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1

12 64 83 133 78 152 190 169 148 161 198 187 1,575

134 184 193 199 136 188 178 95 200 173 204 278 2,162

（件）

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計

5 6 5 3 5 3 6 1 5 4 6 3 52

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

5 6 5 3 5 3 6 1 5 4 6 3 52

前年度

現年度

前年度

現年度

現年度

現年度

９．年間運営状況統計

計

現年度

前年度

現年度

95 6

前年度
０歳児

4 8 3 累計

１歳児

２歳児

11 12 110 27

前年度

前年度

（１）入所状況

現年度

前年度

現年度

前年度

４歳児

５歳児

３歳児

（２）一時預かり等事業利用状況

（３）育児相談事業

延長
前年度

現年度

前年度

現年度

前年度

現年度

支援
現年度

前年度

来所

電話

合計

月

月

件数

一時
(緊急)

一時
(非定型)



２０２３年度 木の実北こども園事業報告 
１．総括 

 新型コロナウイルスが５類に移行して通常の生活に戻った１年であった。コロナ前に行

っていた行事を保護者と一緒に取り組みことができた。保護者とともに、子どもの成長や

園の取り組みを共通理解できる機会はこども園にとって大変有意義であることを実感した。

子どもたちの発信力を高めるための援助や環境を年齢ごとに実践していった。また、おた

よりや伝え合い、ﾄﾞｷｭﾒﾝﾃｰｼｮﾝなど子どもの育ちや毎日の教育・保育内容を分かりやすく発

信していくことを心がけて取り組んできた。 

２．保育実践の取り組み 
  教育・保育テーマを「発信力を高めよう～子どもも大人も安心して過ごせる園に～」 
（１）０・１・２歳児の保育 
①0 歳児は愛情豊かな受容のもとで、保育教諭との信頼関係を心の支えに安心して生活でき

るように心がけた。保育教諭との愛着を土台にのびのびと自分の思いや要求を伝えるこ

とができた。   
②子どもたちのしぐさや思い、発見した喜びに共感し丁寧に言葉を添えてきたことがみた

てつもり遊びや絵本、わらべ歌遊びを通して楽しみながら言葉の理解や獲得につながっ

た。自我の芽生えから自分の思いをごねやこだわりで表すことも多く、一人一人の思い

や育ちに丁寧に寄り添い関わり、時には友達の姿を知らせることで心が動くこともあり、

1，2 歳児なりに見通しを持って生活する姿につながった。 
③２歳児は自然物への興味関心が広がり、戸外で拾ってきたどんぐりや木の実を転がした

り、楽器を作ることを楽しんでいた。大きさが違うものを提供したことでいろいろな気

づきや発見があって活動の広がりが見られた。 
（２）３・４・５歳児の保育 
①3・4・5 歳児の交流について、もっと関わりが深まるように内容を検討しホール・製作・

戸外活動の 3 つの活動どれかに自由に参加し交流するようにした。やりたいことが同じ

子ども達が一緒に活動するため交流がしやすく、交流日を楽しみにする姿が見られた。 
②廃材などを使った製作を 1 年間通して楽しむ姿が見られた。4 歳児は色水など色に興味が

あり、一年を通していろいろな色遊びを楽しんだ。5 歳児は大きな段ﾎﾞｰﾙなどを使ってお

店屋さんに発展、必要なものを自分たちが工夫してつくり継続して遊びを楽しんでいた。 
③主体的な遊びと生活をする中で、行事の取り組みについてもこれまでと同じではなく、

クラスでやりたいことを子どもたちと話しあって進めるようにした。自分たちで決めて

取り組むため、一人一人が積極的に取り組む姿が見られた。 
（３）行事実施状況 
月 行       事 

毎月 ・安全点検・避難訓練・身体測定・誕生会・調理室検便・かすがいサロン訪問（月 2回・5歳児） 

４ ・入園式・お花見・畑活動(園内)・役員選出・役員準備委員会 ・富神山登山（５歳児） 

５ 
・畑活動（4歳児・西部）・保護者会総会・クラス顔合わせ会・お花屋さん（5歳児） 

・ｸﾗｽ懇談会(0，1，5歳児) ・救急法・動きつくり教室 

６ 

・職員検便・尿検査（4.5 歳児）・歯科検診・田植え体験（5歳児）・かもしかｸﾗﾌﾞ・内科健診 

・味噌作り(５歳児) ・プール開き・ｸﾗｽ懇談会（3歳児）・冷暖房切替作業・実習生受け入れ 

・動きつくり教室・お話会（3，5歳児） 

７ ・七夕祭り・かりん組お泊り保育・眼科健診(3～5 歳児)・就職ガイダンス・保護者会役員会 

８ ・夏祭り・プール片づけ・かもしかｸﾗﾌﾞ・水質検査（学校薬剤師）・ｶﾞｲﾀﾞﾝｽﾊﾞｽﾂｱｰ・お話会(2，4歳児) 

９ 
・運動会会場下見、運動会リハーサル（県体育館）・保護者会役員会 

・親子でわらべうたあそび（0～2歳児江南体育館）・お話会（0.1 歳児）・動きつくり教室 



10 
・大運動会（全園児）・かもしかクラブ・冷暖房切替作業・クラス懇談会（4歳児）・総合訓練 

・バスハイク（3，4 歳児）・ダニアレルゲン検査（学校薬剤師） 

11 
・内科健診・耳鼻科健診・かもしかクラブ・七五三・親子味噌作り（3～5歳児） 

・職員インフルエンザ予防接種・お話し会（4.5 歳児） 

12 
・かもしかクラブ・尿検査（3 歳児）・職員検便・歯科健診・クラス懇談会（2 歳児）・空気検査

（学校薬剤師）・クリスマス誕生会（5歳児キャンドルサービス）・巡回相談後期 

１ ・団子木作り・初市見学（5歳児）・生活発表会（0～5 歳児）・動きつくり教室 

・発表会ごっこ（祖父母参観）・卒園記念写真撮影 

２ ・節分豆まき・ｸﾗｽ懇談会（0.5 歳児）・動きつくり教室・入園説明会・入園前健診・防災ｾﾝﾀｰ見学（5歳児） 

３ ・ひなまつり誕生会・かもしかクラブ修了式・新クラス会議・卒園式・新年度会議 

・松倉とし子さんコンサート・お楽しみ会（5歳児） 

（４）食育 
・今年度は「好きなものを増やして、健康な体をつくろう」をテーマに献立つくりをして

きた。年長児が一年間を通して献立つくりを行った。何度か経験を重ねていくことで、 
 自分たちの身体に必要な栄養バランスを意識できるようになってきた。 
・園で栽培し収穫した野菜を、クラス担任と調理室が協力して子どもたちの目の前で調理

することができ、五感を使って採りたての野菜のおいしさを体験できた。  
月 子どもの食体験 

春 ふきのすじとり うど、わらびを味わう  

孟宗竹、細竹の皮むきをする 

食事のﾏﾅ （ー姿勢、食事時間） 野菜の栄養に

ついての話 献立作成・味噌作り（5歳児） 

夏 

ピーマン、パプリカ種取り、モロヘイヤ葉とり、

かぼちゃの種取、とうもろこし皮むき 

収穫野菜クッキング（きゅうり、なす、トマト、

じゃがいもなど）冬瓜、夕顔に触れる 

年齢にあった食事量の話（4，5歳児） 

バランスの良い献立作り（5歳児） 

食後の後始末を考える（4.5 歳児） 

秋 

きのこほぐし、菊ちらし、こんにゃくちぎり 

収穫野菜クッキング（さつまいも、人参、人参葉 

イエローポップ（ポップコーン）） 

出来上がった味噌でクッキング 

さんまの姿焼き、おにぎり作り 

野菜の栄養の話  

琥珀糖つくり、観察（4歳児） 

少人数での献立作り（5歳児） 

冬 
あさつき、うるいに触れる  

リクエストメニュー（5歳児） 

 

食と体のつながりの話 野菜の話 

献立（個人で立ててみる）（5歳児） 

乳幼児の食事について（0歳児保護者） 

 
３．一時預かり（緊急・非定型）事業の取り組み 
・（緊急）は、1 年間を通して定期的に利用する家庭や出産や兄姉の用事、母親の資格取得

のためなどで利用することが多かった。昨年度、一時保育を利用していた家庭からの勧

めで利用する家庭もあり、子どもの姿や保護者の思いに丁寧に寄り添ったことが新たな

利用者につながっていくことを実感した。 
・（非定型）は、通常入所が叶わなかった 0 歳児を受け入れたが、年度内の入所が決定せず

今年度は非定型のままであった。産後の家庭で0歳児を1か月非定型で受け入れをした。 
 

４．地域子育て支援拠点事業の取り組み 
 ・支援センター担当が年度途中で交代となり、年間計画通りの取り組みにはならなかった

が、計画になかった子育てサロンＱ１への出前保育やベビーヨガやアロマ講座など 
  行うことができた。 
 



月 実施状況 

毎月 ・身体測定・支援ｾﾝﾀｰ便り配布・育児講座「手作りおもちゃを作ろう」（日にちを指定なし） 

４ 
・座談会「ベビーの日」（育児と家事） 

・保育体験「お花見散歩」 
10 

・座談会「ベビーの日」(入園) 

・2 階ホールで遊ぼう（毎日開放） 

５ 
・座談会「ベビーの日」（いやいやについて） 

・保育体験「お花屋さんごっこにお買い物」 

11 ・園庭開放・お話会 

12 
・座談会「ベビーの日」(食事について) 

・ベビーヨガ 
６ 

・座談会「ベビーの日」(育児と家事) 

・看護師による虫歯予防講習 
１ 

・だんご木作り・雪遊び 

・フラワーアレンジメント ７ ・座談会「ベビーの日」(卒乳) 

８ ・座談会「ベビーの日」(仕事復帰) ２ ・豆まきごっこ・雪遊び・アロマ講座 

９ 
・座談会「ベビーの日」(お食事相談会) 

・お話会 ・出前保育Ｑ１ 
３ 

・座談会「ふれあい遊び」・園庭開放 

・ベビーマッサージ・ベビーヨガ 

 
５．職員研修 
 ・職員会議内で園内研修を行い、子どもの人権擁護や園内の安全点検についてグループワ

ークを行うことができた。 
 ・園外研修は集合型が大半になってきているが、中央の先生の話をオンラインで聞く機会

も増えたことで、自分が受けたい研修を見つけて受ける職員も増え、研修の幅が広がっ

てきている。 
（１）園外研修状況 

月 研 修 名 称 ・ 出 席 人 数 

毎月 
・民保連園長会・主任会・看護師研修・給食研修・３歳以上児研修・３歳未満児研修（参集

型、ｵﾝﾗｲﾝ）・支援センター連絡研修会（年 6回） 

５ 
・民保連総会講演会（10）・県保育協議会総会研修（１）・保育現場で役立つ食物アレルギー

の知識(１)・保育所職員研修１（１）・運動会実技研修会（１）発達支援相談事業連絡会（１） 

６ 

・幼保小連携研修会（１）・栄養士・調理担当者研修(１) ・アレルギー対応について（１） 

・子どもサポート教室発達支援講演会（１）・山形県幼稚園等新規採用職員研修（１） 

・山形県保育研究大会（３）・保育現場での感染症とワクチン（１）・保育のつどい（２） 

７ 
・幼稚園教育課程山形県研究協議会（２）・山形県幼稚園等新規採用職員研修（１） 

・口まわりのケガについて（１）・保育所主任保育職員研修１（１） 

８ ・保育所主任保育職員研修２(１)・ｷｬﾘｱｱｯﾌﾟ研修（１）・アレルギー研修（１） 

９ 
・養成校との連絡研修会(1）・山形県幼稚園等新規採用職員研修(１) 

・保育所職員研修２（１） 
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・山形県幼稚園等新規採用職員研修(１)・山形県保育協議会公開保育研究大会（２） 

・あすなろ園公開保育(１)・ｷｬﾘｱｱｯﾌﾟ研修ｵﾝﾗｲﾝ(３)・若手保育士向上研修会（１） 

・保育所職員研修３（１） 

11 
・子ども・子育て支援全国大会（７）・保育施設における感染症予防研修会（１） 

・山形県幼稚園等新規採用職員研修(１)・天童幼稚園公開保育（２）・民保連総合研修（３） 

12 ・保育の質を高める研修会（２） 

1 ・民保連総合研修（５） 

２ ・発達支援基礎養成研修（１）・園長研修（１） 

３ ・保育研究発表会（２） 

（２）園内研修及び打合せ会議の状況 
月 研 修 ・ 会 議 



毎月 
・３園会議（園長・事務）・３園教頭会・職員会議・パート職員打合せ 

・フロアミーティング・フロアリーダー会議 

毎週 ・全体ミーティング 

４ ・入園式打ち合わせ・カリキュラム検討会・役員準備委員会 

５ ・ｶﾘｷｭﾗﾑ検討会・ｸﾗｽ顔合わせ会打合せ・動きつくり教室研修報告・心肺蘇生法訓練 

６ 
・夏祭り打合せ（職員）・お泊り保育打合せ①・お泊り保育下見・カリキュラム検討会 

・高山先生オンライン研修（不適切保育への対策）・動きつくり教室研修報告 

７ 
・お泊り保育打合せ②・職員夏祭り打合せ・カリキュラム検討会 

・子どもの人権擁護チェックリスト、グループディスカッション 

８ ・カリキュラム検討会・運動会会場下見打合せ・運動会打ち合わせ・研修報告会 

９ ・カリキュラム検討会・前期総括打ち合わせ・動きつくり教室研修報告 

10 ・前期総括会議・カリキュラム検討会・2階フロア打ち合わせ 

11 ・動きつくり教室研修報告・3～5歳児担任打ち合わせ・嘔吐物処理について 

12 ・生活発表会全体打合せ・カリキュラム検討会・園内安全点検のグループワーク 

１ ・クラス懇談会について(0.5 歳児) ・カリキュラム検討会・生活発表会打ち合わせ、反省会 

２ ・後期総括会議 ・カリキュラム検討会・新フロアリーダー、クラスリーダー打ち合わせ 

３ ・フリー職員打ち合わせ・新年度クラス会議・カリキュラム検討会・新年度会議 

 
６．保護者会活動 

・コロナが 5 類に移行して、保護者会行事もほとんどが以前と同じ内容で行うことができ

た。時間や行事内容については役員の保護者と話し合って、今の子ども達の姿や保護者

のニーズに寄り添った内容で行った。 

月 実施内容 月 実施内容 

４ ・役員準備委員会 10 ・運動会（全園児）・クラス懇談会（4歳児） 

５ 
・保護者会総会、クラス顔合わせ会 

・クラス懇談会（1，5歳児） 
11 

・親子味噌作り（3～5歳児） 

・市保連保護者懇談会 

６ ・クラス懇談会（3 歳児） 
12 

・クラス懇談会（2歳児） 

・クリスマス誕生会（サンタ登場） ７ ・役員会（夏祭りについて） 

8 ・夏祭り（0～5歳児） １ ・生活発表会（全園児） 

９ 
・親子でわらべうた遊び（0～2歳児） 

・役員会（運動会について） 

２ ・クラス懇談会（0.5 歳児） 

３ ・会計監査・かりん組卒園を祝う会 

 
７．危機管理 
・エピペンを持参している園児にアレルギー症状が発症しエピペンを使用、救急搬送とな

る事案があった。事前にしっかりとエピペンについて職員間で研修を行っていたことで

スムーズに対応できた。 
・園内での負傷やヒヤリハットは、全体への報告の徹底や作業室に掲示することで職員間

で共有し、再発防止のための対応まで確認できるようにした。 
 

８．地域との連携 

・地域のふれあいサロンとの交流は月２回、定期的に行うことができた。子どもたちがわ

らべ歌などを披露することで園での様子を地域の方に伝えることができたのではないか

と思う。年度末には、松倉としこさんのコンサートを地域の方にもご案内をして 3 名の

地域の方に来園していただいた。次年度からは地域へのおたよりに加えて支援センター

だよりも回覧してもらいこども園の役割を地域に発信できるようにする。 



（人）

月

年齢別

5 11 14 14 14 14 15 15 15 15 15 16 163

6 8 8 8 8 10 12 12 12 12 12 13 121

22 22 22 21 21 21 21 21 21 21 21 21 255

20 20 20 20 19 19 19 19 19 19 19 19 232

１号 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

３号 18 18 18 18 18 18 18 18 18 18 18 18 216

１号 0 0 0 0 0 1 2 2 2 2 2 2 13

３号 21 21 21 21 21 20 19 19 19 19 19 19 239

１号 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

２号 19 19 20 20 20 20 20 20 20 20 20 20 238

１号 2 2 2 2 1 1 1 1 1 1 1 1 16

２号 20 20 20 20 20 20 20 20 20 20 20 20 240

１号 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

２号 22 22 22 22 22 22 22 22 22 22 22 22 264

１号 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

２号 21 21 21 21 21 21 21 21 21 21 21 21 252

１号 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

２号 22 22 22 22 22 22 22 22 22 22 22 22 264

１号 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

２号 22 22 22 22 22 22 22 22 22 22 22 22 264

108 114 118 117 117 117 118 118 118 118 118 119 1,400

１号 2 2 2 2 1 2 3 3 3 3 3 3 29

2・3号 110 112 112 112 111 112 113 113 113 113 113 114 1,348

充足率 90 95 98 98 98 98 98 98 98 98 98 99 97

１号 33 33 33 33 17 33 50 50 50 50 50 50 40

（％） 2・3号 96 98 98 98 97 98 99 99 99 99 99 100 98

（人）

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計

126 127 159 133 80 145 131 130 103 112 199 177 1,622

224 265 308 206 198 217 283 358 317 336 334 348 3,394

13 11 0 7 8 8 7 7 6 8 13 39 127

5 3 0 1 1 0 0 11 2 4 13 10 50

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 19 19 18 39 19 19 19 152

32 45 43 58 47 44 26 56 52 47 77 92 619

54 66 102 80 70 87 92 64 48 73 91 107 934

（件）

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計

6 10 16 9 10 8 18 6 13 16 8 17 137

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

6 10 16 9 10 8 18 6 13 16 8 17 137

９．年間運営状況統計

月

延長

一時
(緊急)

計

（１）入所状況

４歳児

５歳児

現年度

前年度

95 6

前年度

０歳児

4 27 8

３歳児

前年度

現年度

前年度

現年度

前年度

現年度

3 累計

１歳児

２歳児

11 12 110

前年度

現年度

現年度

前年度

前年度

前年度

現年度

現年度

現年度

前年度

現年度

前年度

（２）一時預かり等事業利用状況

一時
(非定型) 現年度

前年度

現年度

来所

電話

合計

（３）育児相談事業

支援

月

件数


